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慢性疼痛は治療に難渋することが多く, その理
由として慢性疼痛は中枢神経系や末梢神経系にお
ける疼痛抑制の可塑的変化や心理的要因, 社会的
要因などが病態形成に関与し病態が複雑である点
が挙げられる�)｡ 慢性疼痛の治療方針は鎮痛剤投
薬, リハビリテーション, ブロック注射などの併

用療法が一般的であるが, 効果不十分な症例も多
い｡ 本邦においては慢性疼痛治療薬としてトラム
セット�配合錠 ( !"#$% � $&'()*+,)&*

 +(-.,/) が01��年2月から使用可能となり変形
性膝関節症や腰痛症に対する本剤の有効性が報告
されているが0), 実際の有効性は報告によって異
なる｡ そこで今回, 難治性慢性疼痛性疾患の有症
例に本剤を投与し, その有効性, 副作用について
検討したので文献的考察を加えて報告する｡
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慢性疼痛は治療に難渋することが多く心理的要因, 社会的要因などが複雑に病態形成に
関与している｡ 今回, 01�D年E月から01�@年2月までに初診来院した腰椎, 膝痛, 肩痛疾
患患者8�0例中既存のFG"HI/などの治療にて軽快しない難治性慢性疼痛患者98例に対し
トラムセット�配合錠を投与しその有効性, 副作用について検討した｡ 投与法はトラムセッ
トを眠前�J0錠から開始し以後漸次増加させ最大K日E錠まで投与する漸増法を採用し
�D週間観察し, 観察期間中にL)/M+-"*+-&NM.GO+-.(L"G) にて疼痛評価し副作用発
現率も検討した｡ 結果は対象患者はすべて治療開始後�D週間まで継続治療可能であった｡
疼痛について腰痛L"GはPQR@㎜から9�R�㎜と有意に改善し, 下肢痛L"GはD1R8㎜から
98R;㎜, 膝関節痛は@PR@㎜からD�R�㎜, 肩関節痛はDQR8㎜から9@R;㎜へと有意に改善した｡
また罹病期間, 年齢に関係なく本剤は有効であり, 約Q1％の症例において除痛効果が有効
であった｡ 副作用の発現は98例のうち�0例 (00RD％) に認めたがいずれも軽度であった｡
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